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サ
イ
エ
ン
ス
る

気
象
災
害
の
解
明
に
取
り
組
む
坪
木

和
久
さ
ん
は
兵
庫
県
加
西
市
の
出
身
。

「
め
っ
た
に
災
害
も
な
い
穏
や
か
な
田

.
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重力変化で地震を
検知するイメージ

・観測装置

陸の
プレート

邸点
気
象
学
者

〶

坪
木
和
久
さ
ん

地殻の密度が上昇

海

l 
断層のすれ

地殻の密度が
低下

こ--l
海のプレート

東
京
大
が
共
同
研
究

地
震
が
起
き
る
と
地
表
の
重
力
に
わ
ず
か
な
変
化
が
生
じ

る
。
こ
の
現
象
を
利
用
し
て
、
地
震
発
生
を
い
ち
早
く
検
知
し

よ
う
と
い
う
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
重
力
の
変
化
は
光
の
速
さ

で
地
球
の
内
部
を
伝
わ
る
た
め
、
正
確
に
捉
え
ら
れ
れ
ば
地
殻

が
ず
れ
始
め
て
す
ぐ
に
緊
急
地
震
速
報
を
出
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
地
震
と
重
力
の
関
係
は
研
究
の
途
上
だ
が
、
研
究
者
ら
は

「
重
力
変
化
か
ら
、
さ
ら
に
多
く
の
地
震
に
関
す
る
情
報
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
し
て
い
る
。

（
川
澄
裕
生
1
1
共
同
）

地
表
の
重
力
は
ど
こ
で
も
同

じ
わ
け
で
は
な
く
、
地
殻
を
構

成
す
る
岩
石
の
密
度
や
そ
の
場

所
の
標
高
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

広
範
囲
で
地
殻
が
変
動
し
た
2

0
1
1

年
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
で は

、
青
森
ー
千
葉
に
あ
る
国
土

地
理
院
の
観
測
点
1
7
カ
所
で
重

カ
の
増
減
が
捉
え
ら
れ
た
。

地
震
検
知
に
利
用
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
の
は
、
地
殻
の
密

度
が
関
わ
る
重
力
変
化
だ
。
地

震
が
起
き
る
と
プ
レ
ー
ト
境
界墾

芙
で
は
宇
宙
物
理
学
と

地
雲
学
の
専
門
家
が
共
同
研
究

を
進
め
て
い
る
。
安
東
正
樹
准

教
授
（
軍
力
波
宇
宙
物
理
学
）

が
0
9
年
に
開
発
し
た
の
は
、
重

カ
の
変
化
を
測
る
装
臨
「
T
O

B
A

（
ト
ー
バ
）
」
の
試
狂
破

、
こ
。

t
 

二
重
力
変
化
を
検
知
す
る
装
置
「
T
O
B
A

」
と
安
東
・
東
京
大
~

[
准
教
授
（
東
京
都
文
京
区
）
一
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や
活
断
層
が
ず
れ
、
周
辺
の
地
心
臓
部
は
交
差
す
る
よ
う
に

殻
で
密
度
が
変
わ
る
。
こ
れ
に
ワ
イ
ヤ
で
つ
ら
れ
た

2

本
の
銅

伴
っ
て
重
力
も
変
わ
り
、
そ
の
製
の
棒
。
重
力
変
化
を
検
知
す

変
化
は
光
速
（
秒
速
約
初
万
キ
ロ
）
る
と
棒
が
水
平
方
向
に
回
転

で
地
球
内
部
を
伝
わ
っ
て
い
し
、
交
差
角
度
が
変
わ
る
。
角

＜
度
の
変
動
量
か
ら
重
力
変
化
の

現
在
の
緊
急
地
震
速
報
で
利
大
き
さ
も
分
か
る
。
こ
れ
を
円

用
さ
れ
て
い
るP
波
（
初
期
微
筒
状
の
容
器
に
格
納
し
、
免
震

動
を
起
こ
す
地
震
波
）
が
秒
速
装
置
の
付
い
た
ア
ル
ミ
製
の
枠

6
S
8

キ
ロ
な
の
に
比
べ
て
圧
個
組
み
（
高
さ
約

1
.
5

認
）
で

的
に
速
く
、
地
震
発
生
か
ら
ほ
支
え
て
い
る
。
周
囲
の
熱
や
音

と
ん
ど
時
間
差
の
な
い
警
報
発
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
容
器
内

令
が
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
は
真
空
で
、
零
下

2
7
0

度
に

る
。
冷
や
さ
れ
て
い
る
。

地
霙
計
と
同
様
に
装
置
を
複

数
設
置
す
れ
ば
、
重
力
変
化
が

伝
わ
る
時
間
差
か
ら
震
源
の
位

繋
割
り
出
せ
る
。
沿
岸
部
に

1
5キ
ロ
麗
で
並
べ
て
沖
合
1
0

0

キ
ロ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド

(
M
)
6以上
の
地
震

を
観
測
し
た
場
合
、
現
在
よ
り

1
0
秒
早
く
速
報
で
き
る
と
い

う
。

ル
に
た
ど
り
着
い
た
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は20
0

3

年
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
地

求
ノ
ミ
ュ
／
ー
タ
ー
を
吏
つ
」
評
究
を

つ
の
塊
に
見
え
て
実
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
「
驚
き
だ
っ
た
。
新
し
い
世
界
が

見
え
た
」

当
時
台
風
を
専
門
と
し
て
い
る
研
究

者
は
少
な
く
、
気
象
庁
気
象
研
究
所
に

那
唇
が
あ
る
く
ら
い
。
道
な
き
道
だ
っ 光速で伝わる性質利用

イ腕 4 発
卜骨点見

の＾＾さ想同下れ
像右のた

図ご星皇・
上左約
は..____, 2 
海と・
で ‘5

ー、泳同店
墾ぐ約の
京魚 5 魚
都竜店竜
市とのの
大ア魚背
提ン竜骨

戸茅翌を
は魚に似た姿の海にすむ
で、恐竜と同じ中生代（約

!00万年前～約6600万年
繁栄した。 9 
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地
震
波
か
ら
地
震
を
解
析
す

る
方
法
は
長
年
の
研
究
で
確
立

し
て
い
る
が
、
重
力
に
つ
い
て

は
末
解
明
の
部
分
も
多
い
。
そ

ん
な
中
、
東
京
大
地
震
研
究
所

の
亀
伸
樹
准
教
授
（
地
震
学
）

は
重
力
変
化
か
ら
新
た
な
地
震

の
情
報
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て

い
る
。

期
待
さ
れ
る
の
が
津
波
予
測

へ
の
応
用
だ
。
津
波
は
地
震
に

よ
る
海
底
の
降
起
や
沈
降
に
よ

っ
て
起
こ
る
。
津
波
の
大
き
さ

は
海
底
が
ど
れ
だ
け
変
動
す
る

か
に
左
右
さ
れ
る
が
、
そ
の
変

動
規
模
は
断
層
の
傾
斜
角
（
水

平
面
に
対
す
る
断
層
面
の
傾

き
）
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
で
決

ま
る
。

亀
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム
は
2
1

年
、
東
日
本
大
震
災
で
観
測
さ

れ
た
重
力
変
化
な
ど
を
基
に
傾

斜
角
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
算
・

出
。
す
る
と
、
実
際
の
数
字
と

近
い
値
を
導
き
出
せ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
亀
さ
ん
は
「
重
力

と
い
う
新
た
な
”
窓
“
を
通
し
・

て
地
震
の
ど
ん
な
姿
が
見
え
る

の
か
追
究
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

カ譴腟嘩する宇宙のイメージ
ヽ

(NASA's Goddard -Space 
Flight C釦ter Conceptual 
Image Lab提供）

. より早く警報発令へ

力
変
ヒ
心
ら
地
震
検
知"

 

「
わ
ず
か
1
0
秒
で
も
電
車
を

緊
急
停
止
さ
せ
た
り
、
車
を
待

避
さ
せ
た
り
し
て
、
今
よ
り
も

事
故
を
防
げ
る
」
と
安
東
さ
ん
。

今
後
は
装
置
の
改
良
を
重
ね
、

3
0
年
ま
で
に
東
京
大
と
岐
阜
県

儡
市
の
地
下
に
設
露
し
て
本

格
的
な
デ
ー
タ
収
集
を
開
始
、

5
0年
ま
で
に
実
際
の
観
測
に
こ

ぎ
着
け
た
い
考
え
だ
。

カバマダラは鮮やかなオ

色と黒色が特徴。冬はメ

や米カリフォルニアで過

1 夏は北米全域の繁殖地に
る。年間の移動距離は4

I :言；こよると、疇や開
今う森林伐採で生息地が失

：り、農で餌となる草が
：りしている。

暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
観
測
す
る

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
衛
星
の
イ
メ
ー

ジ
(
E
S
A
提
供
）
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らるれーを力体上 示膨いはれす寿チ 1 い減 なの続生
れこ‘暗生が同回 A Qす張る予観超命 1 スま速 A Qつスけ屹雷
てとこ黒み必士る 観がこ測測新のムトしし てピて

恥閤慕柔出霞誓元贔荏覇鳳嘉合 K 開畠が召t弓忍択羅韮‘心沿巣閉
す。甕雷紺よ文｝→汀生晨鳳塁屹盆雙さ讐臭gょぷ至属屹叱堕冗；§
雷喜緬」闊臭誉っ、丘忍丸悶呈詈そ喜霧晶云某覧履為‘ をぷど冒
全とちと存なけま引の こしか超そを‘の国ら徐の んも膨前
体考て呼在斥含り力？ とたつ新れ起畢研とれ々？ 速‘張に
のえいばは力っ物を を°て星ぞこが究オてに くそを誕

l 謎の「暗黒エネルギー」 斥力で宇宙が加速膨張•
雰盟鳳全醤~A 詮Q塁晶tま盆茫哀 A Q哀柔輩腐饂森甘胃 A Q専闘門喜しま柔
晶桑璽望三簗欧？解靡闘畠翌麟ゑ分謎与半往塁翌扇嘉埜 正°魯函せ讐牛

良生‘~,も；』 ,~／羨記手喜量胄翁 9 皇象累覆喧桑ぷ紺約 墨累｀皇嵐
見携贋冨よ息雲 襄す゜喜羞喜烹璽贔ね摩贄：ょ孟贔奇雀畠翌 忍 I、 9 鵜畜J
理‘が打望 S 組 計よ度し観い ゜ら黒度常の例とと れ約に質合

辺99»（復刻版） ヽ鳳刑和四孤9（復刻版） “冊

メダルの種類と価格
※造幣局品位検定極印入り（純金メダルのみ）応翁わ

●昭和—平成—令和三元号記念メダルセット
四 種類 i直径：重足i価格（税込） i限定数 1

A悶字茎臣□mm悶如I2,805,000円
Bl固翌釈盆野卜（小）塁mm悶糾 1,122,000円

200 

200 

＾＇テ メダルセット （各） （各）
•^ -• 108,900円 l1,000


